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鉱山の仕事を紹介「 索道 」

◆索道の始まり
　豪雪地八幡平の中腹にある元山（緑ヶ丘）と屋敷台
（柏台）間は、標高差400㍍の起伏に富んだ急傾斜地
で、人や馬に頼る輸送には限界がありました。この
課題を解決するため、大正3年の松尾鉱業株式会社
創業にあたり、木造支柱のハジリー式1/16㌧（約63
㌔）積の架

が

空
くう

式
しき

索
さくどう

道１基が建設されました。
◆輸送の大動脈としての発達
　事業の発展で鉱石などの輸送も増え、第１索道を大
正14年に鉄製支柱の玉

たまむら

村
式
しき

１/８㌧（125㌔）積に、昭
和３年に1/4㌧（250㌔）
積に更新。9年、11年、14
年にはそれぞれ3/8㌧
（375㌔）積索道を新設し、

１基当たり約100個の搬
は ん き

器（バケット）を備えた４基の
索道が、元山から屋敷台までの約3.6㌔を40分ほどで
結びました。昭和37年の記録によると、硫

りゅうかこう

化鉱・
製
せい れ ん い お う

錬硫黄約54万㌧の他、元山への生活物資や燃料など
約５万㌧を運んだ実績が残されており、鉱山の仕事と
暮らしを守る空の道はまさに、輸送の大動脈でした。
◆企画展で架空式索道を再現
　本年度の企画展は「松尾鉱山の大動脈～索道と選鉱
課のしごと」と題し、架空式索道と鉱石の破砕・選別な
どを担う選

せ ん こ う か

鉱課の仕事を紹介するとともに、松尾鉱山
ニュースのコーナーを拡大し、当時を振り返ります。
■開催日時　９月18日㈯から11月３日（水・祝）までの
午前９時から午後４時半まで（入館は午後４時まで）
※月曜日休館（祝日の場合は、翌日）
■入館料　無料
※新型コロナウィルス感染症の状況により、予定の変
更や中止の場合があります。２４時間動き続ける架空式索道

　野山の植物を見分けるポイント
がよくわかる図鑑。花、葉、果実
など近縁種の見分け方も詳しく掲
載されていて、用語解説も充実し
ています。

『山野草図鑑　大きくて見やすい！比べてよくわか
る！　850種』

著／金田 洋一郎、出版社／朝日新聞出版

　段ボール箱や新聞紙、ペットボトルなど家庭や１００円

『防災ハンドメイド　100均グッズで作れちゃう！』
著／辻 直美、出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

◆設立30周年を迎えました
　市立図書館は４月１日、前身である西根町立図書
館の設立から数えて30周年を迎えました。これを記
念して、図書館をテーマにした資料の展示やクイズ
の配布などを9月30日㈭まで行います。
　これからも皆さんの身近な学びの場として、来館
したくなるような環境づくりに努めていきます。
◆新着ピックアップ
『小林カツ代の伝説のレシピ』
著／小林 カツ代・本田 明子、出版社／家の光協会
　１万点を超えるレシピを残した料理研究家小林カ
ツ代。そのレシピの中から「10分肉
じゃが」など一番弟子が選んだ家
庭料理の定番を厳選して紹介して
います。ご飯に合うおかずが簡単
に作れます。

ショップで揃えられる材料を使っ
て、いざという時に役立つ防災グッ
ズを作ってみませんか。ポリ袋と鍋
でご飯を炊く方法や、虫眼鏡で火を
おこすテクニックも掲載。
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